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口
一
川
一
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叫
ん
ぷ
計
一
一
辺
川
町
一
口
伝
ハ
;
~
一

人
一
数
一
十
一
一
数
一
〉
今
坊
の
矢
間
氏
は
香
典
返
し
の
代
二

録
一
帯
一
入
出
一
帯
一
~
り
に
現
金
三
万
円
を
、
ま
た
、
同
じ
一
一

封
一
世
伊
佐
川
子
、
長
浜
の
久
保
町
好
秋
氏
は
現
金
一

中
山
一
一
九
一
日
、
づ
り
三
日
一
九
四
万
円
を
、
長
浜
町
社
会
福
札
協
議
一
一

時
一
町
一
川
削
駐
日
間
一
九
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
ニ

コ
ベ
一
人
一
転
転
出
死
-
人
一

t
f
f
J
-
3
3
-
J
B
i
:
1
L
f
-
f
f
f
J
J
t
一

泊

一

盟

ベ

i
劃
一
割
一
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
の
早
一

|
一
竹
一
吃
月
中
の
一
位
一
一
期
着
工
の
計
画
に
な
お
努
力
し
て
、
四
一

1
1
lリ
I
l
i
l
-
-
H
H
十
月
に
入
れ
ば
、
と
れ
ら
を
手
が
け
、
船
一

建
設
省
災
害
に
お
い
て
も
、
年
明
け
(
一
の
発
地
刊
に
心
配
の
な
い
よ
う
配
慮
と
好
一

四
十
四
年
)
早
々
、
別
表
の
計
画
に
も
一
カ
を
は
ら
っ
て
ゆ
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
一

と

づ

品

目

¥

災

害

復

旧

工

事

の

発

注

を

す

一

ま

す

。

一

ペ
ベ
く
、
今
回
の
補
正
予
算
案
を
提
出
い
一
こ
の
立
う
に
当
初
に
計
岡
し
ま
し
た
一

た

し

ま

し

た

。

一

と

う

チ

、

フ

ェ

リ

ー

ボ

ー

ト

は

、

村

年

一

ご

承

知

の

よ

う

に

、

災

害

復

旧

は

、

一

一

一
の
六
月
末
、
あ
る
い
は
、
遅
く
と
も
七
一

国

の

補

助

と

起

債

を

主

な

財

源

と

し

て

一

「

L
月
の
は
じ
め
に
は
、
示
一
船
の
就
航
が
一

行
な
う
訳
で
す
が
、
国
の
方
針
2

、

災

一

-

一
口
能
な
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。
主

宮
口
は
三
ヶ
年
継
続
で
、
一
ニ
ケ
年
間
に
こ
一

1

1

1

1

a

i

F

れ
を
復
旧
し
て
ゆ
く
と
い
う
原
則
に
な
民
医
除
も
ち
ろ
ん
、
「
長
浜
上
一

っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
今
年
度
九
千
一
ノ
関
高
速
フ
ェ
リ
ー
K
K
」
の
仕
事
で
一

万
円
に
お
よ
ぶ
災
害
復
旧
を
や
っ
て
ゆ
一
す
が
、
町
の
開
発
課
は
、
と
れ
ら
に
つ
一

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
↑
い
て
全
面
的
に
応
援
を
し
て
お
り
、
既
一

な
り
ま
す
が
、
な
に
ぷ
ん
に
も
、
今
年
一
に
会
社
は
昨
年
五
月
十
一
日
に
発
足
し
一

度
期
間
も
残
り
少
な
い
た
め
、
無
理
を
一
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
も
、
一
億
五
千
万
円
一

さ
け
、
四
十
四
年
度
と
四
十
五
年
度
に
÷
で
、
約
五
百
ト
ン
の
も
の
を
、
下
関
の
で

主
力
を
そ
そ
い
で
、
こ
れ
ら
の
復
旧
を
一
旭
洋
造
船
K
K
に
発
注
済
会
で
、
間
も
一

す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
一
な
く
こ
れ
ら
の
着
工
に
か
か
っ
て
ゆ
く
一

I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-

一
見
通
し
で
す
o

-

一

フ

ェ

リ

ー

ボ

ー

ト

に

つ

い

て

十

一

H
i
l
l
-
-ー
ー

ー

一

海

の

玄

関

に

一

「
町
長
行
政
報
告
i
一

一

浜

品

即

日

日

日

比

日

比

一

総

合

ピ

ル

を

建

設

け

い

一

竺
町
長
は
、
十
二
司
定
例
会
に
お
一
一
一
の
事
業
認
可
も
、
よ
う
や
く
決
定
の
見
マ

H
H
H
H
I
N
-
-
1川
一

一
一
い
て
全
議
会
か
ら
今
回
に
の
ぞ
み
一
一
一
通
し
に
な
っ
た
の
で
、
み
な
さ
ま
と
と
一
旧
港
務
所
周
辺
の
一

一
一
主
だ
っ
た
行
政
上
の
諸
問
題
に
つ
一
一
一
も
に
よ
ろ
と
ぴ
あ
い
た
い
。
。
一
整
備
事
業
に
つ
い
て
一

一
一
い
て
、

2
と
う
り
行
政
報
告
を
一
一
一

M

接
岸
施
設
及
び
可
動
橋
に
つ
い
て
二
リ

i
l
l
i
n
-
-一

一一

T
E
i
J
と
。
一
一
一
長
浜
町
側
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
公
共
一
フ
ェ
リ
ー
接
岸
地
帯
を
整
理

ι、
長
一
一

ド
N
l
u
l
l
-
-
Hト
一
事
業
で
、
県
営
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
十
浜
町
主
の
玄
関
口
を
整
備
し
支
ゅ
よ

一

そ

た

い

と

い

う

計

画

に

も

と

づ

ぎ

、

町

の

円

災

害

復

旧

に

つ

い

て

5
Hい
片

付

一

一

開

発

課

に

お

い

て

、

そ

こ

に

ビ

ル

を

建

一

I
l
l
-
-
u
l一
員
施
設
す
で
に
、
本
年
度
分
は
一
日
訳
す
る
計
画
を
進
め
て
い
た
訳
で
す
が
一

議
会
お
よ
び
町
民
各
位
の
努
力
で
、
五
割
引

M
M肘
っ
て
、
現
在
着
々
と
そ
一
か
ね
て
、
町
の
商
工
会
あ
た
り
か
ら
よ

会
計
方
面
の
絶
大
な
ど
指
導
と
力
添
え
一

D
泡
没
仁
と
り
く
ん
で
い
る
状
況
で
す
一
要
望
が
あ
り
、
商
工
会
館
に
兼
ね
て
、
一

で
、
現
在
、
農
林
災
害
、
建
設
省
災
害
一
ー
レ

1
1
i

一
海
運
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
総
合
的
な
浩
一

の
査
定
も
、
予
定
通
り
終
了
す
る
と
と
一
何

L
問
1
隔
運
諭
省
と
大
蔵
省
と
の
一
湾
周
辺
設
備
施
設
を
一
ケ
所
へ
ま
と
め
一

も
に
、
農
林
災
害
に
お
い
て
は
、
一
部
一
予
算
の
問
題
等
が
あ
っ
て
、
四
十
四
年
一
て
、
長
浜
町
の
表
玄
関
の
一
向
自
を
一
新
一

分
既
に
工
事
発
注
を
完
了
し
て
お
り
、
一
度
に
は
、
採
択
さ
れ
る
見
通
し
に
な
-
つ
一
し
て
ゆ
〈
計
画
で
す
。
一

円
オ
コ
斗
d
司

オ

司

副

司

対

1
4
d沼
オ
司
司
寸
刊
一
一
規
模
は
、
三
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ジ
ク
一

軒
一
一
サ
一
軒
一
日
一
川
三
日
一
日
一

7
一
日
一
二
一
山
一
日
一
口
一
引
一

5
一
日
一
日
一
一
川
ノ
l

卜
で
、
待
合
室
、
観
光
案
内
所
、
一
↑

単
一
抱
一
三

1
二

一

2
一
1
二

一

一

」

」

μト
ト
卜
|
一
一
港
務
所
、
食
堂
、
そ
の
ほ
か
、
二
塁
一

一

度

一

割

引

訂

引

計

計

己

叫

|

汁

訂

司

訂

判

計

叶

8
9
階
に
は
、
会
議
室
や
事
務
室
な
ど
も
設
一

表
一
空
所
一

1
一
一
一

2
一
3
一

一

一

二

一

1
一
6
一

一

一

一

o
J

備

し

て

ゆ

く

考

え

で

す

。

一

括
主
厄
オ
「

r
r
r
r五
刊
正

rrfTγ
オ
事
業
経
過
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
一

結
一
貫
一
費
一
恒
一
町
一
佑
一
日
以
一
向
一
百
一
%
一
肘
一
一
刷
工
山
一
回
一
昨
一
叩
一
回
一
引
を
通
し
て
年
金
事
業
団
の
方
へ
要
請
を
一

業
一
審
一
一
車
一
弘
一
昨
一

L
1
一
日
中
一
位
一
色
乱
一
土
凡
一
一
弘
一
弘
一
志
一
4

ぃ
一
況
し
て
お
り
、
去
る
十
二
月
五
日
、
開
発
一

事
一
定
一

h
日

仁

に

は

仁

ト

ト

ト

甘

い

「

↑

↑

ド

い

は

課

長

が

E
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
行
く
な
一

旧
一
一
数
一

2
7
7
b一
o
D

一
位
一
旬
一
日
一
白
一

3
一
刀
一
万
一
o
J

一ノ
o

一
4
一
万
一
ど
し
て
、
ぎ
わ
め
て
明
る
い
見
通
し
こ
一

議
一
査
一
町
一

5
一
2
一
一

7
一

一

一

一

一

一

一

2
一
|
{
」
ー
一

1u

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
内
(
必
年
)
一

筈「
1
斗
川
「
国
詞
「
」
国
副
到
到

4日
司
オ
司
「
ー
に
は
、
こ
れ
ら
の
内
一
ホ
が
あ
る
と
思
わ

災

一

幸

一

一

一

一

一

一

一

一

一

盟

主

一

一

ま

一

一

計

も

ま

F
が
、
年
明
け
(
判
年
)
早
々
着

主

工

一

L
L
L
計一

ι
L
L
担
割
高
一
計

E位
陣
一
日
し
?
、
フ
ェ
リ
ー
就
航
ま
で
に
は
完

4
M」到
引

一

配

引

配

劃

一

柑

一

綿

一

帥

一

合

対

日

辻

村

て

ゆ

く

計

画

が

臨
額
融
糊

印刷所

到
愛媛県喜多郡

長浜町役場

岸本印刷所

1盤
発行所

3
千
市
万
8
千
円
を
補
正

Ii~主

日
町
議
会
第
四
四
定
例
会
日

災
害
復
旧
費
と
給
与
改
正
に
と
も
な
う
人
件
費
の
補
正
を
主
議
題
と
叩

し
た
、
長
浜
町
議
会
方
四
回
定
例
会
が
、
去
る
十
二
月
二
十
五
日
招
集
川

町
さ
れ
、
二
十
二
議
案
が
原
案
の
通
り
可
決
々
定
し
ま
し
た
。
同

議

決

し

た

主

な

も

の

は

次

の

と

う

り

で

す

。

川

tJ宝

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
お
よ
び
特

別
会
計
の
決
算
認
定

一
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
条

例
の
一
部
改
正

革
一
人
事
院
勧
告
に
と
も
な
い
、
四
十
三

幸
一
年
八
月
に
さ
か
の
ぼ
り
職
員
の
給
与
を

一
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
一
、
教
育
長
給
与
条
例
の
一
部
改
正

署
一
一
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
長
浜
町
外
四
ケ

E
一
村
組
合
規
約
の
一
部
改
正

一
一
、
長
浜
町
診
療
所
設
置
条
例
を
定
め

一
る
こ
と
に
つ
い
て

一
こ
れ
は
、
町
内
無
医
地
区
に
関
す
る

)
一
診
猿
所
設
置
の
条
例
で
、
い
ま
ま
で
豊

行
E

£
。
櫛
生
地
区
の
診
療
を
担
当
し
て
い

発

J
中
医
師
が
退
職
転
出
さ
れ
、
そ
の

回
一

ψ

~
対
策
に
、
県
お
よ
び
関
係
方
面
の

月
一
力
添
え
で
よ
う
や
く
後
任
医
師
が
決
定

毎
一
と
れ
に
も
と
ず
ぎ
、
豊
茂
、
櫛
生
の
各

(
一
所
に
、
正
式
な
診
療
所
を
設
置
す
る
と

一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
一
、
長
浜
町
犬
取
締
保
護
条
例
を
定
め

一
る
こ
と
に
つ
い
て

制
一
犬
が
人
畜
そ
の
他
に
危
害
を
加
え
る

回
一
と
と
を
防
止
す
る
た
め
、
野
犬
等
の
掃

i
一
と
う
に
関
す
る
規
定
ほ
か
こ
の
条
例
が

丘
一
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

サ
比
一
一
、
昭
和
四
十
三
度
年
一
般
会
計
補
正

昨
一
予
算

一
給
与
条
例
改
正
に
よ
る
人
件
費
の
追

一
加
、
災
害
復
旧
費
の
補
正
、
そ
れ
に
、

一
櫛
生
診
療
所
開
設
に
と
も
な
う
経
費
の

)
一
計
上
な
ど
を
主
に
、
そ
の
他
、
い
ろ
い

ト
一
ろ
の
状
況
変
化
に
対
応
す
る
追
加
一
史
疋

一
組
み
替
え
な
ど
の
処
置
を
ほ
ど
こ
し
た

も
の
で
、
今
回
、
三
五
、
六
二
三
千
円

?ょ

が
補
正
さ
れ
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
、
四
五
五
、
九
七
四
千
円
に
な
り
ま

し
た
。
一
、
昭
和
四
十
=
一
年
度
各
特
別
会
計
の

補
正
予
算
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(二)

長

み
か
ん
対
策

町

小
川
議
員

門
質
問
】
①
櫛
生

1
大
測
線
の
豊
茂
を

経
た
林
間
の
県
道
は
、
四
十
凶
年
度
の

県
の
新
規
の
事
業
と
し
て
着
工
し
て
ゆ

け
る
可
能
性
が
あ
る
か
。

【
答
弁
】
い
つ
の
年
も
予
算
を
と
っ
て

い
る
が
、
用
地
の
解
決
が
つ
か
な
い
た

ゐ
、
予
算
執
行
が
で
き
ず
、
毎
年
返
上

し
て
き
て
お
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
も

と
木
事
務
所
か
ら
、
早
く
結
論
を
出
す

ゴ
促
が
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

も
そ
り
い
ろ
い
ろ
た
折
衝
を
つ
事
つ
け
て

来
た
結
果
、
や
や
見
込
み
が
立
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

年
度
は
、
と
の
予
算
が
執
行
で
ぎ
る
よ

う
努
力
を
払
い
た
い
。
へ
町
長
)

【
質
問
】
②
教
育
委
員
会
制
度
は
現
行

の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
組
合
立

で
広
域
的
に
運
用
す
る
ζ

と
を
文
部
省

は
公
表
し
た
と
聞
く
が
、
ど
う
い
う
通

達
が
来
て
い
る
の
か
。
ま
危
、
そ
れ
が

-
可
能
な
場
合
、
現
在
の
よ
う
な
教
育
委

な
一
員
会
の
制
度
は
、
形
で
こ
そ
民
主
的
だ

一
が
、
本
質
的
に
は
民
主
的
で
な
い
現
実

一
に
至
っ
て
い
る
。

ヨ
畑
一
と
の
た
め
喜
多
郡
・
大
洲
市
を
含
め

章
・
一
た
委
員
会
で
扱
っ
て
ゆ
く
方
が
委
員
会

一
の
活
動
か
ら
み
て
-
も
、
教
員
の
異
動
を

量
一
円
滑
に
す
る
と
と
干
に
お
い
て
も
本
来
の

!
日
一
教
育
委
員
会
の
効
果
が
上
が
る
の
で
は

iv-n 

7A合
弁
】
文
部
省
の
通
達
の
内
容
は
、

一
実
態
に
ふ
ま
え
て
止
む
を
得
な
い
も
の

一
帆
一
い
て
、
極
度
に
小
規
模
な
、
あ
る

日
一
い
わ
、
極
度
に
問
題
点
を
も
っ
て
い
る

発
一
所
に
つ
い
て
は
、
一
部
助
成
を
す
る
と

回
一
い
う
方
針
で
す
。
(
教
育
長
)

日
一
教
育
委
員
会
の
財
政
は
町
長
事
務
局

毎
一
が
も
っ
て
い
る
、
の
で
全
般
的
に
、
は
た

(
一
し
て
現
在
以
上
一
の
効
果
が
期
待
で
き
る

一
か
は
多
分
に
疑
問
が
あ
る
。
従
っ
て
、

一-
A
(

「
進
ん
で
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
ゆ
く
と

佃
一
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
よ

2
一
り
も
、
ご
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
障
害
が

U
一
一
で
る
と
す
る
な
ら
ば
、
教
育
の
問
題
だ

年
一
け
で
な
く
、
他
の
民
主
行
政
、
あ
る
い

雌
一
は
、
建
設
行
政
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ

開
v

一
る
面
に
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
大
な
り

昭
一
小
な
り
出
て
い
る
訳
だ
か
ら
、
と
と
ら

で
抜
本
的
に
広
域
行
政
と
い
う
こ
と
を

お
互
い
が
研
究
を
し
て
ゆ
く
時
期
に
、

ま"IJ$. "ま

な
ど
答
弁

到
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
梶
え
る
。

(
町
長
)

【
質
問
】
⑦
今
度
の
み
か
ん
の
値
下
り

対
策
と
し
て
、
県
は
貯
蔵
設
備
の
方
針

を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

町
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
も
し
石
油
ゴ
〆
ピ
ナ

l

ト
誘
致
の
実
現
の
上
に
お
い
て
‘
こ
れ

に
よ
る
、
み
か
ん
に
対
す
る
公
害
を
受

け
る
農
家
が
で
た
場
合
の
対
策
は
ど
う

カ。
【
答
弁
】
貯
蔵
庫
も
必
要
だ
と
思
う
が

泥
縄
式
な
と
と
を
考
え
る
よ
り
、
む
し

ろ
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
下
落
し

て
ゆ
く
み
か
ん
生
産
に
対
す
る
根
本
的

な
も
の
に
メ
ス
を
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
は
、

労
働
力
の
合
理
化
や
共
周
作
業
等
に
よ

る
生
産
費
の
軽
減
、
あ
る
い
は
、
適
正

な
規
模
の
農
家
育
成
を
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は

国
・
県
は
も
ち
ろ
ん
、
町
、
農
協
等
の

総
合
的
な
指
導
が
確
立
さ
れ
な
い
限
り

強
力
に
進
め
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
だ

か
ら
、
み
か
ん
を
た
く
さ
ん
作
る
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ど
の
よ
う

に
生
産
費
を
軽
減
し
て
、
よ
り
う
ま
い

み
か
ん
を
作
る
か
に
集
点
を
し
ぼ
っ
て

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
県

も
国
も
、
そ
う
い
う
方
向
に
考
え
で
く

れ
な
け
れ
ば
解
決
が
つ
か
ぬ
問
題
だ
と

思
う
。
少
く
と
も
長
浜
町
民
お
い
て
は

と
う
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
取
り
く

ん
で
ゆ
き
た
い
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
流

通
機
構
の
問
題
が
あ
り
、
小
売
価
格
は

変
わ
ら
な
い
が
、
生
産
者
価
格
怯
去
年

の
半
分
と
い
う
よ
う
な
流
通
機
構
そ
の

も
の
に
問
題
が
あ
る
。
と
れ
は
単
な
る

町
や
県
単
独
の
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
、
日
連
圏
、
農
協
連
、
あ
る

い
は
、
み
か
ん
生
産
者
が
こ
ぞ
っ
て
流

通
改
革
に
と
り
く
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば

近
ぎ
将
来
に
、
み
か
ん
恐
慌
が
訪
れ
る

心
配
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
い
え
る

と
の
よ
う
な
意
味
か
ら
誤
り
な
い
方
向

に
努
力
を
払
っ
て
い
き
た
い
。
(
町
長
)

坂
田
議
員

【
質
問
】
①
長
浜
町
の
現
状
と
将
来
に

つ
い
て
の
ピ
ジ
ヨ
シ
を
打
ち
立
て
、
町

民
各
位
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ

5
な
も
の
を
作
り
、
全
町
一
体
と
な
っ

て
長
浜
町
，
の
将
来
の
発
展
に
対
し
で
の

協
力
が
で
き
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を

行
な
う
べ
ぎ
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
一
長
浜
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

み
な
さ
ん
方
誰
も
が
、
豊
か
で
く
ら
し

よ
く
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
な
い
方

は
一
人
も
な
い
と
恩
ぅ
。
問
題
は
そ
れ

を
実
現
し
て
ゆ
〈
方
法
で
あ
る
が
、
た

と
え
出
い
く
ら
う
ま
い
み
か
ん
を
作
っ

て
出
し
て
も
、
ま
す
ま
す
ソ
ロ
パ
ジ
が

合
わ
な
い
よ
う
な
時
代
が
来
た
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
時
に
思
い
当
っ
た
の
で

は
遅
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に

た
だ
そ
の
時
そ
の
一
つ
を
捕
え
て
簡
単

に
そ
と
え
結
論
-
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
開
発
と
い
う
も
の
は
総
合
的
に

い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
て
、
例
え
ば
、

み
か
ん
生
産
者
の
問
題
、
沿
岸
の
漁
業

の
問
題
、
ま
た
、
年
々
減
少
を
た
ど
る

人
口
の
流
失
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
ゆ
く
の
か
な
ど
、
全
般
的
に
分
訴

と
検
討
を
加
え
て
、
長
期
的
な
ピ
ジ
ヨ

γ
の
も
と
に
町
の
開
発
を
や
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
公
害
問
題
い
な
ど
も
大
変
重
要

だ
が
、
仮
り
に
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
が

余
り
に
も
恐
れ
る
ば
か
り
に
、
一
番
大

切
な
チ
ヤ
ジ
ス
や
タ
イ
ミ
シ
グ
を
失
く

し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
代
る
べ
き
も

の
を
つ
か
み
得
る
と
い
う
と
と
は
、
決

し
て
容
易
で
は
な
い
と
い

5
と
と
を
ど

承
知
頂
含
た
い
。
そ
し
て
も
し
、
公
害

が
出
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
公
害
を

ど
の
よ
う
に
防
ぐ
か
を
、
も
う
一
つ
意

欲
的
に
真
剣
に
と
り
く
ん
で
い
く
姿
勢

が
な
け
れ
ば
、
町
政
を
あ
づ
か
っ
て
い

る
責
任
を
ま
っ
と
う
す
る
と
と
は
で
ぎ

な
い
。
そ
ζ

で
そ
の
方
法
、
手
段
と
い

う
も
の
を
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
情
熱

を
傾
む
け
て
計
画
あ
る
い
は
立
案
、
実

施
し
て
ゆ
く
か
と
い

5
こ
と
が
大
切
で

あ

る

と

思

う

。

(

町

長

〉

【
質
問
】
②
須
沢
i
豊
茂
道
路
の
改
良

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て

い
る
か
。

〔
答
弁
〕
本
年
度
は
余
裕
が
な
い
が
、

四
十
四
年
度
以
降
、
地
元
民
の
意
志
を

尊
重
-
し
て
真
剣
に
検
討
し
で
ゆ
を
た
い

(
町
長
〉

【
質
問
】
①
中
学
統
合
な
ど
か
ら
考
え

て
子
ど
も
た
ち
が
、
白
か
ら
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
の
交
通
ル

1
ル
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
教

育
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
。

開
答
弁
】
実
質
統
合
し
た
四
月
か
ら
交

通
部
を
つ
〈
り
、
安
全
通
学
院
つ
い
て

具
体
的
に
ま
た
強
力
に
と
り
く
ま
せ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
般
お
よ
び
小
学
校

高
校
な
ど
の
協
力
な
く
し
て
は
徹
底
で

ぎ
な
い
の
で
、
十
一
月
か
ら
小
・
中
・

高
の
学
校
、
警
察
、
交
安
協
会
、
町
、

教
育
委
員
会
の
七
者
で
連
絡
会
を
例
月

開
い
て
、
そ
の
月
々
の
具
体
的
な
目
標

を
設
定
し
、
そ
れ
を
二
十
日
の
ゼ
ロ
の

日
の
約
一
週
間
前
の
会
で
意
識
の
統
一

を
は
か
つ
て
各
種
の
安
全
教
育
、
安
全

運
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(
教
育
長
)

門
質
問
】
同
和
教
育
問
題
に
つ
い
て
、

約
一
一
年
前
の
教
育
長
の
答
弁
が
今
だ
に

実
効
を
見
せ
ず
積
極
的
に
取
り
く
め
な

い
理
由
除
ど
こ
に
あ
る
か
。
な
お
今
後

こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
も
っ

て
い
る
か
。
問
題
解
決
の
た
め
に
施
設

な
り
組
織
"
つ
く
り
を
進
め
て
こ
の
問
題

を
早
急
に
解
決
す
る
考
え
は
な
い
か
。

門
答
弁
】
基
本
的
に
は
、
と
れ
ば
微
妙
一

な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
推
進
展
開
の
と
一

と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て
ゆ
を
た
一

い
と
答
え
た
の
は
現
在
も
同
じ
考
え
で
一

変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
一

い
て
は
、
一
律
に
同
和
教
育
、
同
和
対
一

策
と
い

5
よ
う
な
進
め
方
で
は
い
け
な
一

い
の
で
は
な
い
か
。
所
に
よ
っ
て
は
、
一

真
向
上
段
に
か
ぶ
っ
て
進
め
ら
れ
る
所
一

も
あ
る
じ
、
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
十

道
徳
教
育
な
ど
か
ら
、
進
め
て
ゆ
く
方
一

が
効
率
的
だ
と
い
う
所
も
あ
る
の
で
一

画
一
的
に
考
え
る
べ
き
で
な
い
の
で
は
一

p
k

、a
o

-

-

し

・

刀

一

各
公
民
館
主
事
に
も
指
示
を
し
て
お
一

り
、
各
地
域
地
域
で
実
態
に
即
し
た
教
一

育
を
進
め
る
よ
う
検
討
を
指
示
し
て
い
一

る
。
ま
た
、
全
町
で
組
織
を
つ
く
っ
て
一

や
っ
て
ゆ
く
の
が
良
い
か
否
か
に
つ
い
一

て
は
、
ま
だ
結
論
を
出
せ
な
い
が
、
今
一

後
と
も
助
言
を
い
た
だ
き
、
こ
の
問
題

に
と
り
く
ん
で
ゆ
き
た
い
。

交通

安全

ニ正
コし
ニい
コ運

除草転


